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め、高 P4環境（黄体期）における E2処置、卵巣摘出牛に対する P4単独処置、P4-E2
併用処置および E2単独処置を行い、血中性ステロイドホルモン濃度および子宮内膜厚
の変化を観察した。また、子宮内膜組織中のプロジェステロン（P）受容体、エスト
ロジェン（E）受容体α、E 受容体β、VEGF 受容体 1、VEGF 受容体 2 および
VEGF の発現量を測定した。その結果、高 P4環境において E2濃度が上昇しても子宮
内膜厚は増加せず、P4が子宮内膜厚増加を抑制する作用を有することが示唆された。







による有意な増減は認められなかった。VEGF 受容体 1、VEGF 受容体 2 および
VEGF の発現量は卵巣摘出前後でも変わらなかったが、E2処置後に VEGF の発現量
が増加する傾向にあった。したがって、P4による子宮内膜厚の増加抑制作用は、性ス























































濃度の低下および E2 濃度の上昇が同時かつ急速に起きたことによるものと考えられた。 
 第Ⅱ章においては、P4 および E2 の子宮内膜に対する作用機序を明らかにするため、高
P4 環境（黄体期）における E2 処置、卵巣摘出牛に対する P4 単独処置、P4-E2 併用処置お
よび E2 単独処置を行い、血中性ステロイドホルモン濃度および子宮内膜厚の変化を観察
した。また、子宮内膜組織中のプロジェステロン（P）受容体、エストロジェン（E）受容
体α、E 受容体β、VEGF 受容体 1、VEGF 受容体 2 および VEGF の発現量を測定した。その
結果、高 P4 環境において E2 濃度が上昇しても子宮内膜厚は増加せず、P4 は子宮内膜厚増
加を抑制する作用を有することが示唆された。P4 単独処置および P4-E2 併用処置において
はP4濃度が低下し始めてからE2濃度の上昇を伴わない状態で子宮内膜厚の増加を認めた。
これらのことから、子宮内膜厚の増加はP4濃度の低下によって誘引されると推察された。
P4-E2 併用処置および E2 単独処置において、子宮内膜厚は同等の増加を示したことから、
E2 濃度の上昇は P4 の前感作がなくとも子宮内膜厚を増加促進させると考えられた。一方、
P 受容体、E 受容体αおよびβの発現量は卵巣摘出後に増加し、卵巣摘出による性ステロ
イドホルモン濃度低下の影響を受けたが、卵巣摘出後の外因性性ステロイドホルモン処置
による有意な増減は認められなかった。VEGF 受容体 1、VEGF 受容体 2 および VEGF の発現
量は卵巣摘出前後でも変わらなかったが、E2 処置後に VEGF の発現量が増加する傾向にあ
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